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編集後記

　早いもので、郵政歴史文化研究会の発足から６年の月日が流れ、当研究会の研究紀要も第５
号まで発行することができました。
　今年度は、郵政歴史文化研究会の事務局でもあった「逓信総合博物館」が、地域の再開発の
ため2013年８月31日をもって閉館し、2014年３月１日、新たに「郵政博物館」として、展示場
が東京スカイツリータウン®ソラマチに、収蔵施設が千葉県の行徳に資料センターとしてオー
プンするという、大きな節目の１年でした。
　111年間受け継がれてきた約200万点に及ぶ膨大な収蔵資料を安全に移動させるため、閉館の
数か月前から資料の整理、梱包作業を始め、約半年を費やして移転を完了しました。
　この間、研究者の皆様には多大なご不自由をおかけいたしましたが、このような状況にもか
かわらず、本号に研究成果をご寄稿いただいた皆様に深く感謝を申し上げます。
　今後も、様々な視点から郵政の歴史・文化について考察した研究成果を、当紀要に数多く掲
載していきたいと思いますのでご協力よろしくお願いいたします。
　皆様のご投稿をお待ちしてます。

（研究会事務局　岩島）


